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Ⅰ．目的
　日本では、新型コロナウイルス感染症（Coronavirus 
disease 2019；以下、COVID-19）の感染拡大防止
を目的とした外出自粛などの行動制限が、2020年４
月から2023年５月までの約３年間続いた。この間は、
人々が集まる社会活動の中止等を余儀なくされた。
こうした社会活動の変化によって、地域在住高齢者
のフレイルの新規発生や増悪が危惧され、COVID-19 
の２次的影響とも言える“コロナフレイル１）”の増加
が懸念された。
　COVID-19感染拡大を防ぐために社会的つながり
が希薄になることは、フレイルの主たる原因の１つ
になることは論を待たない。一方、社会的つながり
への介入を奏功させるためには、その定義に準じた
うえで、地域の特色や強みおよび個人の価値観など

を含めた多角的な配慮が必要であろう。社会的つな
がりには、人間の感情的、身体的、行動的側面を含
むからである２）、３）。
　例えば、ソーシャルディスタンシング（感染拡大
を防ぐために物理的な距離をとる）を励行するため、
COVID-19感染拡大当初から各自治体では、介護予
防体操の動画を積極的に配信した。しかし、インター
ネットの利用などの情報リテラシーの不十分さが指
摘されている高齢者の視聴という課題が浮き彫りと
なった。総務省が公開している調査結果４）によれば、
2022年の80歳代の高齢者のインターネット利用率
は、約33％であると報告されている。つまり、約
70％の80歳代の高齢者に対しては、インターネット
とは異なる手段でアプローチを図るための視座が求
められる。

要旨：【目的】新型コロナウイルス感染症（Coronavirus disease 2019; 以下、COVID-19）拡大下の群馬県高崎市の一部地域での
健康調査（以下、高崎調査）の結果を生かして、地域住民向けのパンフレットを作成・配布した。そして、フレイル予防の啓発
を図ることにした。【方法】作成したパンフレットのタイトルは「高崎調査からみたフレイル　コロナ禍を元気に乗り切ろう！」
であり、10ページで構成されている。地域住民が、フレイルの原因や予防方法などを視覚的に理解しやすいように文字のフォン
トは大きくし、イラストを多用した。また、地域住民の多様な背景や価値観に対しても配慮するため、複数の具体的方策を提案
した。さらに、自身で実施することが可能なアセスメントスケールも紹介した。【今後の展望】COVID-19が５類感染症に移行し
た後も、従前の生活に完全に戻ることが懸念されるケースは皆無ではないであろう。今回のパンフレットの作成において留意し
た諸点は、今後も援用に資する知見であると考えている。
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図１．作成したパンフレット
　パンフレットの素材の選択やレイアウト、色彩のコ
ントラストの決定には、複数のリハビリテーション専
門職だけでなく、平時から地域住民の支援にあたる研
究者の意見も含めた。そして、文字のフォントは大き
くし、イラストを多用した。なお、イラストはフリー
イラスト素材ソコスト（https://soco-st.com/）を利用し、
理学療法士が全体デザインを行った。

図２．パンフレットの概要①
　高崎調査の結果を提示したうえで、フレイルのなり
やすさにについて注意喚起を行った。この際、フレイ
ルは予防・改善できることも強調した。

　Shinoharaら５）は、2020年から2021年にかけて、
群馬県高崎市の一部地域において、COVID-19感染
症拡大下での健康に関する調査を実施した。これは、
日本におけるCOVID-19の感染拡大初期から実施で
きた貴重なコホート調査である。今回、この調査結
果を元に、地域住民に対して、健康のための身近な
情報を提供するためのパンフレットを作成した。そ
して、インターネットの利用などの情報リテラシー
の不十分さが指摘されている高齢者への配慮も包含
したパンフレットを配布して、フレイル予防の啓発
を図ることを主たる目的とした。

Ⅱ．方法
　作成したパンフレットは「高崎調査からみたフレ
イル　コロナ禍を元気に乗り切ろう！」であり、10

ページで構成されている（図１）。まず、高崎調査
から得られた結果の中から、COVID-19感染拡大を
防ぐために社会活動の変化を余儀なくされた高齢者
は、短期間でフレイルやプレフレイルの割合が増加
することを提示した。また、高齢者の不安を煽るの
ではなく、フレイルは予防ができ、改善できること
を強調した（図２）。次に、運動・活動・会話および、
社会とのつながりを維持・継続するための具体的な
アドバイスを提言した。ここでは、個人の価値観に
対しても考慮するため、複数の選択肢を提案した（図
３、４）。なお、自宅で実施可能な運動プログラム
の手順などは、視覚的に理解しやすいようにイラス
トを多用したうえで、立位が不安定な高齢者が１人
で実施する場合の安全管理にも配慮した。さらに、
実測を伴わないフレイルのアセスメント方法とし
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て、簡易フレイルインデックス６）を紹介した。こ
れにより、高齢者自身でフレイルに移行するリスク
を把握するための一助とした（図５）。
　高崎調査では、COVID-19感染拡大から３年後の
実態把握を目的としたフォローアップ調査を2023年
５月から実施した。このフォローアップ調査におい
て1,865名に作成したパンフレットを配布した。な
お、本報告のパンフレットの作成に援用した高崎調
査は、へルシンキ宣言を遵守し、「人を対象とする
医学系研究に関する倫理指針」に基づいて計画され
た。また、高崎健康福祉大学研究倫理委員会審査会
の承認を得ている（許可番号2009号）。

Ⅲ．今後の展望
　2023年５月８日から日本においてCOVID-19は、
５類感染症に位置づけられた。そして、法律に基づ
き行政が様々な要請・関与をしていく仕組みから、
個人の選択を尊重し、自主的な取組をベースとした

対応に変わった７）。しかし、COVID-19が５類感染
症に移行した後も、従前の生活に完全に戻すことが
懸念されるケースは皆無ではないであろう。
　このため、今回のパンフレットの作成において留
意した諸点は、今後も援用に資する知見であると考
え て い る。 例 え ば、 世 界 理 学 療 法 連 盟 で は
COVID‒19が与えた影響について９つのブリーフィ
ングペーパーを発表した８）。なかでも「５：脆弱な
医療システムと脆弱なコミュニティに対する
COVID-19の影響」と「６：COVID-19中の理学療
法デジタル実践の経験と洞察」で言及している課題
については、筆者らがパンフレットを作成した視点
との親和性が高いと推察する。また、世界保健機関９）

は、将来の流行やパンデミックを引き起こす可能性
のある病原体（Disease X）を想定することを含め
た知見の集積が必要だと言及していることも無視で
きないであろう。
　最後に、今回のパンフレットの特徴として、2020

図３．パンフレットの概要②
　地域在住高齢者は多様な背景を有していることを考
慮して、運動・活動・会話の具体的な提言には、複数
の選択肢を用意した。

図４．パンフレットの概要③
　社会的つながりを維持する方策を提示するとともに、
困りごとが生じた場合は、地域包括支援センターや民
生委員に相談することを推奨した。
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年から2021年の高崎調査から得た知見を、その対象
者・エリアにフィードバックしたことが挙げられる。
高崎調査のビジョンは、支援の必要性が高いと思わ
れる高齢者のスクリーニングや、留意するべき生活
の具体的事項を中心に対策を講じることで、フレイ
ル予防の有効な対策につなげることである。つまり、
社会状況の変化に左右されずに高齢者がフレイルに
移行しない、あるいはフレイルが悪化しないように
過ごせることである10）。今回は、パンフレットの作
成と、今後の展望の言及にとどまるが、本報告と類
似した活動は少ないため、今後も継続して報告して
いく方針である。

Ⅳ．付記
　本報告において開示すべき利益相反はない。
　本報告の一部は、2020 年度ニッセイ財団高齢社

会若手実践的課題研究助成（Grant2020-0203-04）、
JSPS 科研費（JP19K19712）および、2022年度公益
財団法人群馬県健康づくり財団健康づくり研究助成
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